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　平成23年11月20日㈰に開催された万葉マラソンは、午後から、もうひとつのドラマが繰り広げられた。
それが「ジュニアタスキリレー」である。市内の小学５・６年生が、スポーツ少年団や小学校で選抜チー
ムを作り、マラソンの２キロコースを１人１周し５人でタスキリレーするもので、全47チーム、計235
名が参加した。
　足音を打ち消すような激しい雨の中、子供たちは中継点で待つチームメイトへ一心にタスキをたくす。
そのたくましい姿に、保護者の声援にも熱が入った。

万葉マラソン ジュニアタスキリレー万葉マラソン ジュニアタスキリレー

　新年の精進誓う、高岡市新春武道稽古始めが
１月３日、４日に県営高岡武道館など３会場で
柔道、剣道、弓道など８競技の愛好者約800人
が集い行われた。
　県営高岡武道館で行われた始めの式では、高
岡市体育協会高森勇副会長の挨拶、氷見哲正市
教育長、青木紘市議会副議長の祝辞に続き、市
剣道連盟居合道部の有段者による形や組太刀な
どの居合演武が厳粛に披露された。

平成24年 新春武道稽古始め



　トナミ運輸株式会社
　バドミントン部

　監督　荒木　　純
　バドミントン日本リーグ
2011大会最終日、連覇中の日
本ユニシスとの全勝対決を制
して７年ぶり５度目の優勝を
果しました。この事は、日頃
よりチームを支え応援してく
ださる高岡市・高岡市体育協
会・会社の皆様、高岡市民愛
好者の皆様の賜物です。心よ
り御礼申し上げます。また、
感謝の気持ちを忘れず、最後
まで頑張りぬいた選手達にも
感謝しています。前回の日本

リーグ2010大会も最終戦は同チームとの全勝対決で、その決戦に完敗し、今大会は悔しさを胸に練習に打ち込み、逞
しく成長し、幾多の苦難を全員で乗り越えての勝利だったと思います。2012年は『連覇』をスローガンにチャレンジ
して行きたいと思います。これからもバドミントンチーム【ＴＯＮＡＭＩ】に御声援よろしく御願い申し上げます。

　（前列左から２人目）
　トナミ運輸株式会社
　バドミントン部　主将　安村　康介
　2011年の日本リーグでは７年ぶりに優勝することができました。会社の多くの方の理解と協力、そして各地でのト
ナミファンのおかげだと思っています。
　各地で何度も苦しい戦い、苦しい場面もありましたが、チーム全体が
迷うことなく優勝に突き進む事ができました。最高のチームです。
　これからも、選手一同感謝の気持ちを忘れず、連覇に向けて頑張って
行きますので、応援よろしくお願いします。　　　　　　（右から３人目）

　トナミ運輸株式会社
　バドミントン部　平田　典靖
　2011日本リーグでは私が入社後、
初の優勝を飾る事ができました。何年も２位、３位を繰り返してのやっとの優勝。
本当に嬉しく、また改めてトナミに入ってよかったと思いました。最終戦の代々
木では本当に厳しい試合になり、何度も危ない場面がありましたが、それを乗り
越えられたのも、みんなが最後まであきらめずに我慢したこと、チームのよい雰
囲気を作ったことにあると思います。2012年も１人１人が役割を果たし、２連覇
に向けて頑張りたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（左側）

　私は４年生のときからすもうをしています。去年は郡
上の大会で２位、大阪の全国大会で初戦敗退と、とても
悔しい結果になりました。でも、今年は郡上大会で優勝
し、愛媛県の全国大会で準決勝まで進み、「すもうをやっ
て来て良かった」と思いました。
　夏休み、ほぼ毎日学校へ練習に行っていました。親方
や先生が、暑い中けい古の相手をしてくださったり、取
り組み方へのアドバ
イスなどたくさんの
指導をしてください
ました。おかげで私
は優勝することがで
きたと思っています。

（前列中央）
❸

　高校生活最
後のインター
ハイで中学時
代 か ら の 夢
だった全国制
覇が実現し、
とても素晴ら
しい思い出と

なりました。私はこの大会で、仲間との絆の大切さを実
感し、応援してくださった多くの方々への感謝の気持ち
が更に深くなりました。部活動の仲間と切磋琢磨し、共
に高め合い助け合いながら日々の練習の中で鍛えられ、
また、両親や監督・コーチの支援のお陰でここまでやっ
てこられたと思います。この結果を糧にして、今後もよ
り一層精進していきたいと思っています。（左から２人目)
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 ■水泳競技

長澤　明生（下関小５年／高岡スイミングクラブ)
　第34回全国JOCジュニアオリンピックカップ
　　夏季水泳競技大会飛込競技  
　　女子９～11歳 １m飛板飛込 4位

 ■相撲競技

中田萌々香（博労小）
　第２回全日本女子相撲郡上大会
　　小学校５年生　50㎏未満級 優勝
竹内　陽香（博労小）
　第２回全日本女子相撲郡上大会
　　小学校５年生　50㎏未満級 ２位
柴　　綾音（博労小）
　第２回全日本女子相撲郡上大会
　　小学校６年生　50㎏未満級 ３位
玉井　千聖（博労小）
　第14回全日本小学生女子相撲大会
　　小学校６年生　軽量級 ３位
畑山　彩音（伏木小）
　第２回全日本女子相撲郡上大会
　　小学校４年生　40㎏以上級 ３位
高岡向陵高等学校／相撲部
　　本波　　仁・上野　大介・大西慎之介
　　大村　泰平・西尾　壮人・細山　優平
　　廣安　勇矢
　平成23年度全国高等学校総合体育大会
　　相撲競技大会　団体選手権 ３位
本波　　仁（高岡向陵高３年／相撲部）
　全国高等学校相撲金沢大会　個人 ２位

 ■レスリング競技

増岡廉太朗（川原小／MIYAHARA・GYM)
　第28回全国少年少女レスリング選手権大会
　　５年生の部　＋54㎏級 優勝
中谷　湖雪（国吉小／高岡ジュニアレスリングクラブ)
　第28回全国少年少女レスリング選手権大会
　　女子の部　３年生　26㎏級 優勝

中村　成実（東五位小／高岡ジュニアレスリングクラブ)
　第28回全国少年少女レスリング選手権大会
　　女子の部　３年生　28㎏級 優勝
桧物　　典（東五位小／高岡ジュニアレスリングクラブ)
　第28回全国少年少女レスリング選手権大会
　　４年生の部　24㎏級 ２位
畔上　浩輝（東五位小／高岡ジュニアレスリングクラブ)
　第28回全国少年少女レスリング選手権大会
　　３年生の部　26㎏級　Blue ２位
桧物　　旬（東五位小／高岡ジュニアレスリングクラブ)
　第28回全国少年少女レスリング選手権大会
　　６年生の部　28㎏級 ３位
奥村　太陽（万葉小３年／高岡ジュニアレスリングクラブ)
　第28回全国少年少女レスリング選手権大会
　　３年生の部　24㎏級 ３位
竹沢　利紀（国吉小／高岡ジュニアレスリングクラブ)
　第15回少年少女選抜レスリング選手権大会
　　５年生男子の部　39㎏級 ３位
小倉　強太（戸出中３年／高岡ジュニアレスリングクラブ)
　第37回全国中学生レスリング選手権大会
　　男子59㎏級 ２位

 ■柔道競技

藤井古都里（芳野中３年／柔道部）
　平成23年度全国中学校体育大会
　　柔道競技　個人女子53㎏級 ５位
高岡龍谷高等学校／女子柔道部
　　佐野賀世子・濵本　舞実・長内　香月
　　小松　那奈
　平成23年度全国高等学校総合体育大会
　　柔道競技大会　女子団体 優勝
佐野賀世子（高岡龍谷高３年／女子柔道部）
　平成23年度全国高等学校総合体育大会
　　柔道競技大会　女子個人63㎏ 優勝
長内　香月（高岡龍谷高２年／女子柔道部）
　平成23年度全日本ジュニア柔道体重別選手権大会
　　女子70㎏級　 優勝

 ■陸上競技

武内　勇一（砺波高３年／陸上競技部）
　平成23年度全国高等学校総合体育大会
　　陸上競技大会　男子８種競技 ２位

 ■ハンドボール競技

高岡向陵高等学校／女子ハンドボール部
　　牛山　悠衣・横嶋　　遥・釣谷　胡桃
　　舘　　映光・大石　杏奈・兒玉　菜夏
　　堀内みずき・山田　歩美・横山　加奈
　　佐々木春乃・岩上　愛里・炭谷香奈子
　　北原　佑美・三浦みな美　　　　　
　平成23年度全国高等学校総合体育大会
　　ハンドボール競技大会　女子 ２位

 ■フェンシング競技

米島　優夏（富山西高２年／女子フェンシング部)
　平成23年度全国高等学校総合体育大会
　　フェンシング競技大会
　　女子学校対抗 ２位
向井　愛美（富山西高１年／女子フェンシング部)
　平成23年度全国高等学校総合体育大会
　　フェンシング競技大会
　　女子学校対抗 ２位

 ■ホッケー競技

澤合　莉果（石動高２年／女子ホッケー部)
　平成23年度全国高等学校総合体育大会
　　ホッケー競技大会　女子 ３位

平成23年度  高岡市体育協会表彰（児童・生徒)

中田萌々香(博労小学校5年）

「続けてよかった『すもう』」

佐野賀世子(高岡龍谷高等学校3年）

インターハイ柔道：個人・団体｢優勝」

トナミ運輸株式会社
－日本リーグ2011優勝を振返って－

バドミントン日本リーグ2011

優勝

受賞者代表謝辞受賞者代表謝辞
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向井　愛美（富山西高１年／女子フェンシング部)
　平成23年度全国高等学校総合体育大会
　　フェンシング競技大会
　　女子学校対抗 ２位

 ■ホッケー競技

澤合　莉果（石動高２年／女子ホッケー部)
　平成23年度全国高等学校総合体育大会
　　ホッケー競技大会　女子 ３位

平成23年度  高岡市体育協会表彰（児童・生徒)

中田萌々香(博労小学校5年）

「続けてよかった『すもう』」

佐野賀世子(高岡龍谷高等学校3年）

インターハイ柔道：個人・団体｢優勝」

トナミ運輸株式会社
－日本リーグ2011優勝を振返って－

バドミントン日本リーグ2011

優勝

受賞者代表謝辞受賞者代表謝辞



　10月16日㈰に高岡市竹平記念体育館
で、高岡市体育協会が平成21年度から３
年計画で普及を目指しているカローリング
競技の市民交流大会を開催した。各校下・
地区から計18チーム約50名が出場し、２
試合の合計得点で競い合った。
　21年度から計５回の指導者養成講習会
を開催し、また各地域においても指導者を
派遣しての講習会開催、カローリング用具
購入費の助成、また用具を各校下・地区体
育振興会等へ貸出するなど普及に努めてい
る。
　24年度においても同講習会や用具の貸
出などを継続して行い、今年度は交流大会
であったものを、他の種目と同様に各校下・
地区体育振興会対抗の市民大会に位置づけ
て開催することとしている。

　高岡市には、少年剣道教室が６つあり、全
てが高岡市剣道連盟に所属しています。そのうち、福岡町少年
剣道クラブと西条剣道の２つのクラブがスポーツ少年団に加入
しています。練習場として、公共体育施設、小学校体育館を利
用し、剣道の理念に基づき、剣道修練の心構えを基本とし、週
２回２時間稽古に一生懸命励んでいます。
　スポーツ少年団大会、高岡市剣道大会や各種大会に出場し、
気迫あふれる積極的な試合をしています。大会においては、保
護者の応援が子供達には大きな力となっています。

　また、剣道では子供
達の技術向上のために級位審査会を行っており、子供達は審査会も
目標に日々稽古しています。
　これからも、礼儀正しく、元気良く、誠実な、団員になって
いくように活動していきます。多くの子供達が剣道に興味を持
ち参加してくれるように願っています。

剣道部会　部長　炭岡　哲治

　現在、女子16チーム・男子３チーム、260名がバレーボー
ルを楽しんでいます。部会では競技を通じ、心身の健全な育成、
親睦ならびに技術の向上を目的として活動しています。大会は、
春季、秋季、本部長旗、ミニソフトバレー４年生以下、新人戦
などがあります。また９月には、高岡万葉杯バレーボール交流
大会を行っています。県内のほか、石川・岐阜の各県から、女
子40チーム・男子16チームが出場し２日間にわたり熱戦を繰
り広げています。

　平成19年成美(女子)の全国大会優勝、22年下関(女子)の全国大会出場があり、そして今年３月に野村(女子)
が出場します。また、富山県大会でも高岡のチームが上位に名を連ねるなど、レベルアップを実感しています。
その他、各チームではバレーボール以外でバーべキューや宿泊学
習などを取り入れ、団員や保護者の親睦を図っています。今後も
子どもたちの成長を見守り、活動していきます。

バレーボール部会　部長　鍛冶　秀憲

大会成績

優勝：山王Ｂ
２位：野村Ａ
３位：中田Ｂ

バレーボール

剣道

高岡市
スポーツ少年団
活動紹介

高岡市
スポーツ少年団
活動紹介

❺❹

　平成24年度全国高等学校総合体育大会（以下インターハイ）
バレーボール競技大会が、平成24年７月29日の男子開会式を皮
切りに、8月7日の女子閉会式まで延べ10日間、氷見市ふれあい
スポーツセンターと高岡市竹平記念体育館において開催される。
　インターハイは23年度からブロック開催となり、24年度は13種目が開催される新潟県を中心に、富山県、
石川県、福井県、長野県の５県で開催されることとなった。
　大会愛称は「2012北信越かがやき総体」、スローガンは「君は今希望とともに緑の大地をかけぬける」となり、
シンボルマークも決定した。
　バレーボールは男女ともオリンピックで金・銀・銅メダルを獲得している、いわば日本のお家芸であるが、近
年では女子は入賞こそしてはいるがメダルには届かず、男子は出場するのが精一杯というのが現状である。

　さて、本年２月４日、５日に高岡市と氷見市で開催さ
れたVプレミアリーグ男子大会には、昨年の11月より毎
週会議を開き、万全の準備で大会を迎えることができ、
両日とも約2,000人の来場があり、大変に盛り上がった
大会となった。
　この経験を活かし、本年のインターハイを成功させる
べく、行政機関、高体連、富山県バレーボール協会と連
携しながら準備を進めていきたいと思う。
　そして富山県代表校が大応援の中で大活躍し、上位進
出することを期待する。

平成24年度 インターハイバレーボール競技の開催に向けて

高岡市民カローリング交流大会高岡市民カローリング交流大会平成23年度

高岡市バレーボール協会　理事長　喜 多 　 進



　10月16日㈰に高岡市竹平記念体育館
で、高岡市体育協会が平成21年度から３
年計画で普及を目指しているカローリング
競技の市民交流大会を開催した。各校下・
地区から計18チーム約50名が出場し、２
試合の合計得点で競い合った。
　21年度から計５回の指導者養成講習会
を開催し、また各地域においても指導者を
派遣しての講習会開催、カローリング用具
購入費の助成、また用具を各校下・地区体
育振興会等へ貸出するなど普及に努めてい
る。
　24年度においても同講習会や用具の貸
出などを継続して行い、今年度は交流大会
であったものを、他の種目と同様に各校下・
地区体育振興会対抗の市民大会に位置づけ
て開催することとしている。

　高岡市には、少年剣道教室が６つあり、全
てが高岡市剣道連盟に所属しています。そのうち、福岡町少年
剣道クラブと西条剣道の２つのクラブがスポーツ少年団に加入
しています。練習場として、公共体育施設、小学校体育館を利
用し、剣道の理念に基づき、剣道修練の心構えを基本とし、週
２回２時間稽古に一生懸命励んでいます。
　スポーツ少年団大会、高岡市剣道大会や各種大会に出場し、
気迫あふれる積極的な試合をしています。大会においては、保
護者の応援が子供達には大きな力となっています。

　また、剣道では子供
達の技術向上のために級位審査会を行っており、子供達は審査会も
目標に日々稽古しています。
　これからも、礼儀正しく、元気良く、誠実な、団員になって
いくように活動していきます。多くの子供達が剣道に興味を持
ち参加してくれるように願っています。

剣道部会　部長　炭岡　哲治

　現在、女子16チーム・男子３チーム、260名がバレーボー
ルを楽しんでいます。部会では競技を通じ、心身の健全な育成、
親睦ならびに技術の向上を目的として活動しています。大会は、
春季、秋季、本部長旗、ミニソフトバレー４年生以下、新人戦
などがあります。また９月には、高岡万葉杯バレーボール交流
大会を行っています。県内のほか、石川・岐阜の各県から、女
子40チーム・男子16チームが出場し２日間にわたり熱戦を繰
り広げています。

　平成19年成美(女子)の全国大会優勝、22年下関(女子)の全国大会出場があり、そして今年３月に野村(女子)
が出場します。また、富山県大会でも高岡のチームが上位に名を連ねるなど、レベルアップを実感しています。
その他、各チームではバレーボール以外でバーべキューや宿泊学
習などを取り入れ、団員や保護者の親睦を図っています。今後も
子どもたちの成長を見守り、活動していきます。

バレーボール部会　部長　鍛冶　秀憲

大会成績

優勝：山王Ｂ
２位：野村Ａ
３位：中田Ｂ

バレーボール

剣道

高岡市
スポーツ少年団
活動紹介

高岡市
スポーツ少年団
活動紹介

❺❹

　平成24年度全国高等学校総合体育大会（以下インターハイ）
バレーボール競技大会が、平成24年７月29日の男子開会式を皮
切りに、8月7日の女子閉会式まで延べ10日間、氷見市ふれあい
スポーツセンターと高岡市竹平記念体育館において開催される。
　インターハイは23年度からブロック開催となり、24年度は13種目が開催される新潟県を中心に、富山県、
石川県、福井県、長野県の５県で開催されることとなった。
　大会愛称は「2012北信越かがやき総体」、スローガンは「君は今希望とともに緑の大地をかけぬける」となり、
シンボルマークも決定した。
　バレーボールは男女ともオリンピックで金・銀・銅メダルを獲得している、いわば日本のお家芸であるが、近
年では女子は入賞こそしてはいるがメダルには届かず、男子は出場するのが精一杯というのが現状である。

　さて、本年２月４日、５日に高岡市と氷見市で開催さ
れたVプレミアリーグ男子大会には、昨年の11月より毎
週会議を開き、万全の準備で大会を迎えることができ、
両日とも約2,000人の来場があり、大変に盛り上がった
大会となった。
　この経験を活かし、本年のインターハイを成功させる
べく、行政機関、高体連、富山県バレーボール協会と連
携しながら準備を進めていきたいと思う。
　そして富山県代表校が大応援の中で大活躍し、上位進
出することを期待する。

平成24年度 インターハイバレーボール競技の開催に向けて

高岡市民カローリング交流大会高岡市民カローリング交流大会平成23年度

高岡市バレーボール協会　理事長　喜 多 　 進



※平成23年8月にこれまでの「スポーツ振興法」を全部改正し、新たに「スポーツ基本法」が施行され、「体育指導委員」から「スポーツ推進委員」に
　名称も改められました。（高岡市教育委員会規則も９月30日に改正されております。）

◆ソフトバレー競技

◆フォトウォークラリー競技

◆カローリング競技

◆パークゴルフ競技

（中村 康雄 委員）

（小林 節子 委員）

（前馬 義隆 委員）

（越生 百合子 委員・麻 日出由 委員）
会場：高岡工芸高等学校 体育館

志貴野中学校 体育館　　

会場：高岡古城公園

会場：高岡市民体育館

会場：庄川緑地パークゴルフ場

　あいにくの雨となりましたが、高岡市の役員全員で気持ちよく皆様にプ
レーしていただけるよう心を込めて早朝より志貴野中・高岡工芸高の２会
場に分かれ、会場設営や会場誘導などにあたりました。
　ゲームが始まれば今までの苦労も吹き飛ぶような白熱したラリーの連続
でした。その為、多少の時間の遅れはありましたが、一人の怪我もなく終
了することができました。さらに、オーバーの部でうれしいことに高岡市
チームが優勝することができました。皆様ご協力ありがとうございました。

　参加される皆さんに楽しんでいただきたいと思い、いろいろと準備を
して当日を迎えました。今年はゲリラ豪雨と言われる雨の日が多く、天
気予報どおりの雨模様となりましたが、神は見捨てなかったのか傘等雨
具の助けを借りて何とか行うことができ、ホッとしました。そして、足
場の悪い中でありながらも、古城公園のポイント毎の景観を楽しんでい
ただけたなら嬉しいです。ゴール近くのフォトポイントであったＳＬの
前で撮影している時の笑顔に感謝しております。

　カローリング競技では、多くの人が参加できて楽しめるようにメ
ジャー競技に準じ、イニングごとに投球順を変えるなど高岡ローカル
ルールを作り試合を行いました。一投一投に大きな声で指示や笑い声が
飛び交い、和気あいあいとゲームが進行していきました。スポーツの楽
しみ方「見るスポーツ」「するスポーツ」そして、ローカルルールを作
ることから始め、今回わたしたち役員は「支えるスポーツ」の楽しさ、
大切さを学ぶことができました。

　台風12号の通過という悪条件にもかかわらず、庄川緑地パークゴル
フ場に集まった各郡市の選手の皆さんの顔にはプレイできる喜びが溢れ
ていて安心しました。天候の影響で全ホールのスタート時間とルールの
変更をした結果、選手達が一斉にゴールする羽目となり集計には大変手
間取りました。心配した怪我や競技中のトラブルはなかったのですが、
雨でびしょ濡れになった選手の姿に雨対策の必要性を感じました。大会
が無事終了出来たことに対し、選手と役員の皆様に感謝いたします。

　財団法人高岡市体育協会は、富山県知事に提出していた公益財団法人への
移行申請が、平成24年２月17日の県公益認定等審議会の「認定の基準に適
合すると認めるのが相当」との答申を受けたことから、知事認定後、24
年４月１日の登記をもって公益財団法人に移行する運びとなりました。
　本協会では国の新公益法人制度(20年12月１日施行)に対応して、評
議員会での公益財団法人移行方針の決定等これまで諸準備を進めてき
ました。
　この移行により、本協会に対する社会的信用度の向上や寄附金に
限度額はあるものの一般寄附金とは別枠の損金算入などの効果が期待
されます。
　本協会は移行に伴い、組織内に新たに高岡市スポーツ少年団本部(山
口正志本部長)の位置付けや高岡市体育振興会(山沼茂敏会長)の地域ス
ポーツ団体としての加盟など、新定款に基づく事業体系の確立のもと、
既存事業の充実と更なるスポーツ振興を目指しながら、公益目的事業に掲げ
る「スポーツ振興事業」を包括的に実施して参りますので、加盟団体をはじめ
とする市民の皆様の一層のご理解とご支援を賜りますようお願いします。

平成23年度㈶高岡市体育協会研修会
　平成23年12月３日㈯今年度児童・生徒の表彰式の後、プロ野球独立リーグ・ＢＣ
リーグ富山サンダーバーズ新監督進藤達哉氏(写真)を講師に迎え、講演会が開催さ
れた。「野球を通して、富山サンダーバーズが目指すもの」と題し、来季からのサ
ンダーバーズの活躍が大いに期待できる、監督の力強い決意が満ち溢れる内容で
あった。以下簡単に要旨を述べたいと思う。
　「プロで成功するかしないかは、自分はこれで飯を食っていくのだという強い気
持ちを持ち、チャンスを嗅ぎ分け、その時に力を発揮しものにすることができるか
否かだと思う。入団したときは素晴らしいのだが、その力を持続できない選手が多い。いまどきの子供は素質は十分あるの
だが、管理のしすぎで能力を伸ばすことができない。サンダーバーズも、野球人として純粋培養された選手が殆どで、言わ
れた事はできるがそれ以上のことはしないという選手が増えてきた。野球以外のスポーツをさせ、野球しかできないのでは
なく、野球が一番上手い選手に育てることが大事であると思う。サンダーバーズの選手を一段上のＮＰＢリーグを目指すこ
とができる選手に育てたい。厳しい言葉になるが、ついてこられない者は切り捨てるのも仕方がない。プロの監督なら誰も
が願っている『１対０』で勝つ野球を目標とし、優勝に向かって頑張りたい。」　　　　　　広報・調査部会委員　高野　真喜

　９月４日㈰に第49回富山県体指スポーツフェスタが県内体育指導委員の役員・選手約650名の参加のもと、高岡
市民体育館他4会場で開催されました。今大会は、高岡市開催ということで高岡市体育指導委員協議会が主管となり、
年度当初より幾度も実行委員会を重ね、競技種目の選定から競技内容(ルール)までを検討しながら準備を進めてきま
した。ただ、大会当日は紀伊半島や全国各地で甚大な被害を及ぼした台風12号の影響もあり、どうなることかと思
いましたが屋外競技も大きな影響はなく予定どおりの種目で行われました。
　開会式では高岡市民体育館に集い、横田安弘県体指会長(高岡市体指会長)の挨拶、伊東与二県教委スポーツ・保健
課長の祝辞、氷見哲正高岡市教育長の歓迎の言葉などご挨拶をいただき、高岡市の坂谷光明委員と水原克子委員が選
手宣誓(写真)を行いました。開会式後には、勤続10年功労者表彰式が行われ、受賞者96名の代表で高岡市の前馬義
隆委員が横田県会長から表彰状を受け取りました。

❻ ❼

公益財団法人化
平成24年４月１日に

（予定）



※平成23年8月にこれまでの「スポーツ振興法」を全部改正し、新たに「スポーツ基本法」が施行され、「体育指導委員」から「スポーツ推進委員」に
　名称も改められました。（高岡市教育委員会規則も９月30日に改正されております。）

◆ソフトバレー競技

◆フォトウォークラリー競技

◆カローリング競技

◆パークゴルフ競技

（中村 康雄 委員）

（小林 節子 委員）

（前馬 義隆 委員）

（越生 百合子 委員・麻 日出由 委員）
会場：高岡工芸高等学校 体育館

志貴野中学校 体育館　　

会場：高岡古城公園

会場：高岡市民体育館

会場：庄川緑地パークゴルフ場

　あいにくの雨となりましたが、高岡市の役員全員で気持ちよく皆様にプ
レーしていただけるよう心を込めて早朝より志貴野中・高岡工芸高の２会
場に分かれ、会場設営や会場誘導などにあたりました。
　ゲームが始まれば今までの苦労も吹き飛ぶような白熱したラリーの連続
でした。その為、多少の時間の遅れはありましたが、一人の怪我もなく終
了することができました。さらに、オーバーの部でうれしいことに高岡市
チームが優勝することができました。皆様ご協力ありがとうございました。

　参加される皆さんに楽しんでいただきたいと思い、いろいろと準備を
して当日を迎えました。今年はゲリラ豪雨と言われる雨の日が多く、天
気予報どおりの雨模様となりましたが、神は見捨てなかったのか傘等雨
具の助けを借りて何とか行うことができ、ホッとしました。そして、足
場の悪い中でありながらも、古城公園のポイント毎の景観を楽しんでい
ただけたなら嬉しいです。ゴール近くのフォトポイントであったＳＬの
前で撮影している時の笑顔に感謝しております。

　カローリング競技では、多くの人が参加できて楽しめるようにメ
ジャー競技に準じ、イニングごとに投球順を変えるなど高岡ローカル
ルールを作り試合を行いました。一投一投に大きな声で指示や笑い声が
飛び交い、和気あいあいとゲームが進行していきました。スポーツの楽
しみ方「見るスポーツ」「するスポーツ」そして、ローカルルールを作
ることから始め、今回わたしたち役員は「支えるスポーツ」の楽しさ、
大切さを学ぶことができました。

　台風12号の通過という悪条件にもかかわらず、庄川緑地パークゴル
フ場に集まった各郡市の選手の皆さんの顔にはプレイできる喜びが溢れ
ていて安心しました。天候の影響で全ホールのスタート時間とルールの
変更をした結果、選手達が一斉にゴールする羽目となり集計には大変手
間取りました。心配した怪我や競技中のトラブルはなかったのですが、
雨でびしょ濡れになった選手の姿に雨対策の必要性を感じました。大会
が無事終了出来たことに対し、選手と役員の皆様に感謝いたします。

　財団法人高岡市体育協会は、富山県知事に提出していた公益財団法人への
移行申請が、平成24年２月17日の県公益認定等審議会の「認定の基準に適
合すると認めるのが相当」との答申を受けたことから、知事認定後、24
年４月１日の登記をもって公益財団法人に移行する運びとなりました。
　本協会では国の新公益法人制度(20年12月１日施行)に対応して、評
議員会での公益財団法人移行方針の決定等これまで諸準備を進めてき
ました。
　この移行により、本協会に対する社会的信用度の向上や寄附金に
限度額はあるものの一般寄附金とは別枠の損金算入などの効果が期待
されます。
　本協会は移行に伴い、組織内に新たに高岡市スポーツ少年団本部(山
口正志本部長)の位置付けや高岡市体育振興会(山沼茂敏会長)の地域ス
ポーツ団体としての加盟など、新定款に基づく事業体系の確立のもと、
既存事業の充実と更なるスポーツ振興を目指しながら、公益目的事業に掲げ
る「スポーツ振興事業」を包括的に実施して参りますので、加盟団体をはじめ
とする市民の皆様の一層のご理解とご支援を賜りますようお願いします。

平成23年度㈶高岡市体育協会研修会
　平成23年12月３日㈯今年度児童・生徒の表彰式の後、プロ野球独立リーグ・ＢＣ
リーグ富山サンダーバーズ新監督進藤達哉氏(写真)を講師に迎え、講演会が開催さ
れた。「野球を通して、富山サンダーバーズが目指すもの」と題し、来季からのサ
ンダーバーズの活躍が大いに期待できる、監督の力強い決意が満ち溢れる内容で
あった。以下簡単に要旨を述べたいと思う。
　「プロで成功するかしないかは、自分はこれで飯を食っていくのだという強い気
持ちを持ち、チャンスを嗅ぎ分け、その時に力を発揮しものにすることができるか
否かだと思う。入団したときは素晴らしいのだが、その力を持続できない選手が多い。いまどきの子供は素質は十分あるの
だが、管理のしすぎで能力を伸ばすことができない。サンダーバーズも、野球人として純粋培養された選手が殆どで、言わ
れた事はできるがそれ以上のことはしないという選手が増えてきた。野球以外のスポーツをさせ、野球しかできないのでは
なく、野球が一番上手い選手に育てることが大事であると思う。サンダーバーズの選手を一段上のＮＰＢリーグを目指すこ
とができる選手に育てたい。厳しい言葉になるが、ついてこられない者は切り捨てるのも仕方がない。プロの監督なら誰も
が願っている『１対０』で勝つ野球を目標とし、優勝に向かって頑張りたい。」　　　　　　広報・調査部会委員　高野　真喜

　９月４日㈰に第49回富山県体指スポーツフェスタが県内体育指導委員の役員・選手約650名の参加のもと、高岡
市民体育館他4会場で開催されました。今大会は、高岡市開催ということで高岡市体育指導委員協議会が主管となり、
年度当初より幾度も実行委員会を重ね、競技種目の選定から競技内容(ルール)までを検討しながら準備を進めてきま
した。ただ、大会当日は紀伊半島や全国各地で甚大な被害を及ぼした台風12号の影響もあり、どうなることかと思
いましたが屋外競技も大きな影響はなく予定どおりの種目で行われました。
　開会式では高岡市民体育館に集い、横田安弘県体指会長(高岡市体指会長)の挨拶、伊東与二県教委スポーツ・保健
課長の祝辞、氷見哲正高岡市教育長の歓迎の言葉などご挨拶をいただき、高岡市の坂谷光明委員と水原克子委員が選
手宣誓(写真)を行いました。開会式後には、勤続10年功労者表彰式が行われ、受賞者96名の代表で高岡市の前馬義
隆委員が横田県会長から表彰状を受け取りました。

❻ ❼

公益財団法人化
平成24年４月１日に

（予定）
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編集後記 　地域の絆の大切さを思い知らされた昨今。スポーツの持つ力が今まで以上に重要視され、青少年の健全育成だけで
なく人づくりや地域づくりなどいろいろな方面で課題解決の有効手段として注目されています。

　体育協会の公益財団法人化に伴い新たに平成24年４月から高岡市体育振興会が加盟されることは、子どもから高齢者まで生涯楽しめる
スポーツ、また、ジュニアの育成、指導者の発掘と育成、とりわけスポーツを通じたコミュニティづくりに貢献するものであります。
　今後も市民が心身ともに健康で生き活きと暮らすためにも「いつでも、どこでも、誰でも」楽しめる生涯スポーツの一場面に体育協
会が一翼を担うことができるように努めていきたいと思います。 広報・調査部会委員　山崎　栄三　

　高岡市体育協会では、市内体育施設の指定管理
者としてサービスの向上、利用者の増加を図るた
め、小・中・高校生の個人利用を対象に指定管理
施設を土曜日(午前９時から午後５時まで)に無料
開放いたします。
　ぜひ、ご利用ください。
※大会等の占用利用のある場合は除きます。

　高岡市万葉スポーツセンターは、港町伏木のほぼ中央にあり、地域住民による
サークル活動が多く、好みに応じたスポーツを楽しみ、健康づくりや仲間づくり
に活用されているスポーツ施設です。

　アリーナでは、バドミン
トン、ビーチボール、フレッ
シュテニス、バレーボール、
卓球、バスケットボールな
どが楽しめます。また、ト
レーニング室には、各種ト
レーニング器具を整えてお
り、お一人でも気軽にご利
用できます。

スポーツ施設紹介 高岡市万葉スポーツセンター ★昭和56年に設立されたこ
の体育館は、駐車場やシャ

ワー室を完備し、管理の行き届いたフロ
アーは明るくて使いやすい。だから、ス
ポーツ愛好家が集まる交流の場として子供
さんから年配者まで気軽に利用出来るし､
何よりも低料金がうれしい。

★利用者の中には、この体育館に30年近く
通い続けている方や100人を超える伏木体
力クラブ、ビーチボール・バドミントン・
卓球・フレッシュテニスなどのクラブがあ
り、健康体力づくりの場として地域にしっ
かりと根付いています。詳しく知りたい方
や興味のある方は、是非一度施設に足を運
んでみてください。どのクラブも楽しく活
動していますよ。

★私も定年から十数年、ここでの活動が今
では生き甲斐であり、仲間との会話や笑顔
に出会える喜びに日々感謝しています。

高岡ジュニア陸上クラブ

健やかなアスリートを目指して！

●問合せ先●
０９０－６２７５－３９９３（川渕)

　今から８年前、速く走りたいという目標をもった子供たち
が集まってできたクラブです。
　年間を通した定期的な活動に加え、クラブ記録会の開催や
競技会への参加を行い記録への挑戦やその過程の大切さを実
感することを目的に活動しています。
　発足当時のクラブ員が、現在も高校生アスリ
ートとして、全国高校総体や都道府県対抗女子
駅伝などで活躍してくれていることがクラブに
とっての活力になっています。今後も心身とも
に健やかなアスリートの育成を目指します。

●問合せ先
〒933-0106　高岡市伏木本町1‒24
ＴＥＬ／ＦＡＸ：0766-44-7236

《対象施設》
○高岡市民体育館
○竹平記念体育館
○高岡スポーツコア(テニスコート)
○城光寺陸上競技場
○万葉スポーツセンター
○前田庭球場


